




【要約】231 家系の陽性妊婦への感染経路は、母子感染 71.9%、夫一妻感染 16.5%、輸血

感染 6.1%、婚前性交渉 3.5%、母親・夫とも陽性のため判定不定 2.2%であった。性交感染

は 20%と思われる。子供は retrospective には母乳で 14.3%が感染し、prospective には、

人工栄養で 2.8%が感染した。母乳で感染した子供の母乳期間の平均は 1.1±0.6 年であっ

た。キャリアの HCV抗体陽性率は高くなかった。断乳によって乳児期の CMV 感染は低下し、

CMV 感染ルートとして母乳哺育が大きいことが判明した。


